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Ⅰ　はじめに
　近年、先進諸国を中心により多くの人々がより長生きすることが可能になっている。我が
国の平均寿命は、#$$%年に男性&'(#'歳、女性%)($#歳であったが、今後も伸張を続け、#$**
年に男性%!()&歳、女性'$(!+となると予測されている（内閣府,-#$"$）。
　このように人口の長寿化が進む中で、高齢期は健康や自立の喪失が避け難い時期ではな
く、健康で自立して生きることが可能な時期だと見直す動きが広がってきた。高齢期に関す
る学際的学問である老年学では、病気や障害を避け、身体・認知機能を高く維持し、積極的
に社会的活動を行う高齢者像を目指すサクセスフル・エイジングに関する研究（.(/(,-012.-
3-4567,-"'%&8-"''%）が推進された。現在、より多くの人々が&$歳代までの前期高齢期まで
は健康で自立して生きることが可能になりつつある一方、%$歳あるいは%*歳以上の超高齢期
には身体・認知機能の低下が避け難く、健康で自立して生きることが困難であることが指摘
されている（95:;.<,-"''%8-95:;.<-3-=>?;6,-#$$!）。
　しかし、高齢期の心理的側面に関する知見は、身体的側面に関する知見とは矛盾する結果
を報告している。以下で述べるように、身体機能の低下が見られても、必ずしも主観的幸福
感は低下せず、比較的維持されることが知られてきた。本稿では、身体機能の低下を伴って
も主観的幸福感が低下せず比較的維持される状態を心理的適応と定義し、心理的適応を可能
にする心理的過程に焦点を当てる。そして、今後心理的適応過程を解明するため、高齢期に
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関する主要な心理学的理論を比較し、心理的適応過程に関連する中心的な概念を把握するこ
とを目的とする。

Ⅱ　高齢期における身体機能と主観的幸福感
　我が国においても、高齢期における身体的側面に関する研究は、超高齢期には身体・認知
機能の低下が進んでいくことを明らかにしている（権藤・古名・小林・岩佐・稲垣・増井・
杉浦・藺牟田・本間・鈴木#$"%%&'($岩佐・権藤・古名・小林・岩佐・稲垣・増井・杉浦・藺
牟田・本間・鈴木#$"%%&）。身体機能に関しては、正常老化の過程で一定期間は要介護状態
になると示唆されている。権藤他（"%%&'）によれば、自宅で暮らす超高齢者の)"％が何ら
かの介護を必要としているとともに、介護を必要としない場合でも、完全自立の者は*%％で
あることが示された。すなわち、過半数の超高齢者にとって、現在のサクセスフル・エイジ
ングのモデルで重視される要素の一つである身体機能の維持は困難である実態が示されたと
言える。そのため、老年学は、生活習慣や社会活動といった要因を操作することで正常老化
の遅延及び病的老化の抑止を目指すだけでなく、加齢に伴う身体機能の低下を始めとする何
らかの喪失を前提としたサクセスフル・エイジングのモデルの構築にも注目すべきだと考え
られている（権藤#$"%%*）。
　高齢期には身体的側面の低下が避け難いという知見が報告される一方で、心理的側面に関
する研究は高齢期には主観的幸福感は比較的維持されるという知見を報告している。高齢期
には身体機能の低下を含め様々な喪失が主観的幸福感に否定的な影響を与えると考えられる
にも関わらず、その予測に反して主観的幸福感は維持されることから、この現象は加齢ま
たは幸福感のパラドックスと呼ばれる（+,-,#$./̈01+23/44$5$6'789+28+2#$"%%)($:7/0;+1$5$
</='7;#$>??@）。
　この現象は少なくとも*%歳代までの前期高齢期において知られてきた。古くは、.'78/2
（>?*@）が高齢者の主観的幸福感に関する先行研究を概観している。.'78/2によれば、加
齢に従いわずかに主観的幸福感は低下するものの、健康の低下、資産の減少、友人や配偶者
との死別、社会活動の減少といった関連要因を統制した結果、年齢と幸福感との相関は消失
したとするいくつかの研究を概観している。また、AB+2+7$5$CD3（>??*）は国際比較調査
を概観し、加齢に従い主観的幸福感は低下しないと結論付けている。さらに、:7/0;+1$5$
</='7;（>??@）によれば、配偶者を持つ男性では加齢に従い否定的感情が減少し、女性で
は高い年齢になるほど肯定的感情がより増加することが報告されている。これらの結果は、
主観的幸福感に対する健康の低下、資産の減少、社会活動の減少といった資源の減少が加齢
に従い抑制される可能性を示唆してきた。
　さらに近年では、超高齢期においても主観的幸福感が比較的維持されることが示されてい
る。<D2;E'22#$.B99=+$5$CEB93（"%%%）は*%歳から>%!歳を対象にした調査を行った結果、
加齢に伴い肯定的感情が低下するものの、否定的感情は増加しないことを明らかにした。$
さらに、身体機能の低下と肯定的感情には負の相関が見られる一方、否定的感情には相関し
ないと述べている。また、権藤他（"%%&F）も、超高齢期には身体機能の低下が顕著に見ら
れる一方、主観的幸福感は比較的維持されることを示した。超高齢期を含めた高齢期におけ
る心理的側面に関する知見はまだ十分に蓄積されてはいないものの、現在のところ超高齢期
においても心理的適応が可能であることが示唆されている。
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　高齢期における心理的側面に関する一連の知見から、高齢者は様々な喪失に合うように自
らの認知や行動を変容させていると推測される。しかし、その心理的過程は十分に解明され
ていない。先行研究では、高齢期における喪失のうち身体機能の低下が主観的幸福感に影響
する重要な要因の一つとして考えられてきた（"#$#%&'()*+,))&"-&,.#%&/0001&2,345)%&67891&
:+;-<%&/006）。それゆえ、特に身体機能の低下に対して主観的幸福感を維持する心理的過程
を解明することは、高齢期における主観的幸福感の低下を最小限に抑える介入が可能かを検
討する上でも重要だと考えられる。以下では、高齢期における心理的適応過程の解明に向け
て、適用可能な心理学的理論を比較し、最後にその過程に関連する中心的な概念を検討す
る。

Ⅲ　高齢期における心理的適応に関する諸理論
　高齢期における心理的適応過程を解明する上で、これまでいくつかの仮説が示されてき
た。①加齢効果（例：加齢に従い心理的適応過程が促進される）、②コホート効果（例：
より昔に生まれた方が、心理的適応を支える価値観や生活習慣を持つ）、③生き残り効果
（例：高齢になるほど心理的適応が良好な者が生き残りやすい）である。=>."3（677!）は
これらの効果が相互に関連していると推測しているものの、加齢効果による説明が有効であ
ることが近年示唆されている（"#$#%&'()*+,))&"-&,.#%&/000）。したがって、心理的適応過程
は加齢とともに発達的変化を示すと推測される。
　さらに、主観的幸福感には情動的側面と認知的側面という二側面があり、心理的適応過程
は主観的幸福感のそれぞれの側面と関連すると考えられる。主観的幸福感の情動的側面につ
いては、高齢期には肯定的感情と否定的感情はそれぞれ特徴的な変化を示すことが知られて
おり（'()*+,))&"-&,.#%&/0001&?35@*"A&B&'5.,3*1&6779）、肯定的感情の変化に関する知見
は一貫しないが、少なくとも否定的感情は低下する心理的過程が発達すると示唆されてい
る。また、生きる意味や自律、統制感といった主観的幸福感の認知的側面は、その情動的
側面とは独立した構成概念として研究がなされてきた（CD,)&B&E"@;%&/0061&CDFF&B&'"D"4%&
677G）。超高齢期とそれ以前の高齢期における主観的幸福感の認知的側面を比較した研究に
よれば、未来に対する意味付けは超高齢期で低下するものの、身体的側面との相関は低下
し、家族との電話といった社会的側面との相関は増加すると報告されている（H5II%&C5--%&
B&J4K,.>%&/009）。このことから超高齢期にはそれ以前の高齢期とは異なる特徴的な心理的
発達が進むと示唆されている（H5II&"-&,.#%&/009）。
　肯定的感情が維持されるか向上する過程、否定的感情が増加せず低下する過程、あるいは
主観的幸福感と身体的健康との関連が減少し、身近な社会関係との関連が増加する過程と
いった心理的適応過程を検討する際、複数の理論から仮説を導出できる。以下では、古典的
理論として離脱理論及びL"@Aの発達理論を取り上げ、近年提唱された理論として、補償を
伴う選択的最適化、社会情動的選択性理論、老年的超越理論の&!&つを取り上げる。

（1）離脱理論
　M(++;)$&B&N")3D（67O6）の離脱理論では、高齢者は死に備えて社会活動から離れ、社
会的環境を縮小することで、主観的幸福感を維持すると仮定される。離脱理論に従えば、認
知・身体機能の低下が社会活動を妨げても、否定的感情には影響しないと考えられる。しか
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し、#$%&'()*+*,'-.)/0-（123!）は社会的崩壊理論を提唱し、離脱によって否定的感情が
増加するメカニズムを理論的に示した。この理論では、社会から離脱した高齢者は、社会か
ら否定的なフィードバックを受け、否定的な自己を形成し、さらに社会から離脱するという
悪循環が示されている。また、社会活動が主観的幸福感を増加させると仮定する活動理論を
支持する知見が蓄積されてきた（40-.5-0*+*#6(/7*1289）。*これらの結果、近年まで離脱理
論の妥当性は低いと評価されるに至っている。しかし、超高齢者の社会的適応を説明する理
論として再評価を試みる研究も見られる（:0;-)0-*+*,6('(7*1229）。さらに、以下で述べ
る社会情動的選択性理論（<6()/'-)'-7*1221）と老年的超越理論（=0(-)/6>7*1282）では、
離脱理論と同様に、高齢期における社会活動の減少を、資産の減少や身体機能の低下といっ
た資源の減少に伴う喪失と見なすのではなく、資源の減少を見越した高齢者自身の行動の結
果であるという見直しが行われている。

（2）Peckの発達理論
　?'@A（12B8）はC(5A)0-の発達段階理論を基に、高齢者は*!*つの発達課題への対処が要求
されると考えた。すなわち、退職の危機に対して仕事や役割に執着せずに自我を区別できる
か、身体的健康を失う危機に対して身体に執着せずに身体を越えられるか、死の危機に対
して自我に執着せずに自我を越えられるかである。?'@Aの発達理論に従えば、高齢期は役
割の喪失、機能的健康の低下、死による自我の喪失という種々の喪失に執着しなくなる適
応的な発達過程と捉えられる。?'@Aの発達理論は、身体的健康の低下に対する心理的適応
を説明する仮説として取り上げられたものの、実証データに基づかないと批判されている
（DEF'(7*122!）。しかし、以下で述べる老年的超越理論（=0(-)/6>7*1282G*9HHI）は、身体
と自我に執着しなくなる過程に注目しており、そうした心理的過程と主観的幸福感との関連
が再び注目されている。

（3）補償を伴う選択的最適化
　,6F/')*+*,6F/')（122H）は、サクセスフル・エイジング研究における新たな理論とし
て、補償を伴う選択的最適化（JK<L*J'F'@/5M'*K&/5>5N6/50-*O5/;*<0>&'-)6/50-）を提
唱した。JK<とは、資源を集中させる目標を選び、目標の達成に向けて資源を最大限活用
し、資源の減少を他の資源で補う過程を捉える理論である。超高齢期には機能的健康の障
害という資源の減少によりJK<に基づくに適応には限界があると指摘される一方（,6F/')7*
1223）、超高齢期においても目標の選択を変えるという自己調整過程は発達するという仮
説がある。P'@A;6$)'-*+*J@;$FN（122I）の二次的制御方略及び,(6-E/)/6̈E/'(*+*Q('M'
（122"）の調節型対処はJK<を自己調整に適用した理論に基づいており、高齢者は目標を
変えたり、目標の追求にこだわらなくなるとされる。そして、自己調整過程は否定的感情を
抑制すると考えられる。
　P'@A;6$)'-*+*J@;$FN（122I）によれば、発達は一次的制御方略と二次的制御方略のバラ
ンスが変化する過程と捉えられる。一次的制御は、個人の目標に合うように環境に働きかけ
る認知や行動を指し、二次的制御は、一次的制御を促進するように個人の目標に働きかける
認知や行動を指す。身体機能の低下や社会活動の減少に対して、高齢者は二次的制御方略を
用いることにより、身体的健康の維持という目標を変えたり、目標の追求にこだわらなくな
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ると推測される。
　また、#$%&'()(%̈'(*$+,+-$*.*（/001）によれば、発達は①同化型方略、②調節型対処、
③免疫型対処の+!+つの機能によって肯定的な自己観を維持する過程と捉えられる。同化型方
略は、目標となる自己や環境に合うように実際の自己や環境に働きかける認知や行動を指
し、調節型対処は、目標となる自己や環境と実際の自己や環境との乖離によって肯定的な自
己観が維持できなくなる場合に、個人の心理的過程に働きかけて目標となる自己や環境を変
える認知や行動を指す。なお、加齢に従い同化型方略から調節型対処へと移行すると仮定さ
れる。この移行により、実際の自己や環境の状態に合わせて目標を下方修正したり、若い世
代とではなく同じ世代の高齢者と比較して、高齢者は自己に対する肯定的な評価を維持する
と推測される。

（4）社会情動的選択性理論
　2%$)(*&)*&（/00/）は社会情動的選択性理論（3345+ 36786*96(86&%:+ 3*:*7(8.8(;+
4<*6$;）を提唱した。334によれば、社会的相互作用は①情報の獲得、②アイデンティ
ティの発達と維持、③情動調整の+!+つに動機付けられると考えられる。そして、肯定的感情
を最大にし、否定的感情を最小にする情動調整が、高齢期には重要になると仮定される。
334に従えば、社会活動の低下に対して、高齢者は肯定的感情を得やすい身近な人間関係を
選択する一方、そのような感情を得にくい新たな人間関係を選択しないことで、主観的幸福
感を維持すると考えられる。
　334は社会活動の低下を適応的と捉え直している点で、離脱理論と整合性がある
（2%$)(*&)*&=+ /00!）。また、334は3>2とも整合性があり、高齢期における社会的相互
作用に3>2を適用した理論であるかもしれないと述べられている（2%$)(*&)*&=+ /00/）。
さらに、334は高齢期における調節型対処への移行とも関連することが示唆される
（#$%&'()(%̈'(*$+,+?6(<*$9@&'=+ABBA）。
　当初334は社会的相互作用を捉える理論として提唱されたが、334を健康と主観的幸福感
との関連や、健康行動に適用する試みも見られる。C6̈7D*&<6EE+,+2%$)(*&)*&（ABB1）によ
れば、高齢者は健康に関する問題を解決しようとするよりも、情動を調整するため、主観的
幸福感の情動的側面が維持されると考えられる。また、医療に関わる意思決定を行う際、情
報の獲得において、高齢者は健康に関連する否定的情報よりも肯定的情報を認識しやすくな
るため、否定的感情が抑制されると考えられる（C6̈7D*&<6EE+,+2%$)(*&)*&=+ABB1）。こうし
た情動調整を通して、高齢者は肯定的感情を得にくい長期的な目標（例：正確に病気の状態
を知るために情報を収集する）の達成が困難になっても、肯定的感情を得やすい短期的な目
標（例：身近な人から情緒的な支援を求める）に変更することによって、肯定的感情を維持
すると考えられる（C6̈7D*&<6EE+,+2%$)(*&)*&=+ABB1）。
　334では、情動調整への動機付けは、離脱理論と同様に、死を予期して主観的に時間が
限れていると感じることで高まるとされる（2%$)(*&)*&=+/00/）。超高齢期でも時間が限ら
れていると感じるため（-$@̈<&=+-$@̈<&=+,+398(<=+AB/B）、情動調整は行われると考えられ
る。
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（5）老年的超越理論
　#$%&'()*（+,-,）は、離脱理論を再評価し、老年的超越理論を提唱した。老年的超越と
は、高齢期における発達を継続や安定よりも変化や移行の過程と捉える理論である。この理
論では、活動性、生産性、効率性、個性、自立、財産、健康、そして社交性などを中心的な
要因として展開されてきたサクセスフル・エイジングのモデルは壮年期の継続であると指摘
されており、このモデルが西洋文化における中産階級の白人男性の価値観に基づいていると
が批判されている（#$%&'()*./01123/!）。一方、この理論は、離脱、非生産性、非効率性、
依存よりも、休息、安寧、安らかな怠惰、遊び、創造性、そして知恵などの要因に着目する
（#$%&'()*./+,,0）。したがって、老年的超越理論に従えば、身体機能の低下及び社会活動
の減少に対して、高齢者は離脱、非生産性、依存、病気や障害を受容することにより、否定
的感情を抑制すると考えられる。また、身体的・社会的に制限があっても、日常生活の中で
新たな楽しみを見つけたり、身近な人との付き合いを重視することで、肯定的感情を維持す
ると考えられる。#$%&'()*（01123/--）は、老年的超越が主観的幸福感を維持・向上させ
るだけでなく、主観的幸福感の低下を抑制するという仮説を示している。
　また、権藤他（01124）では、超高齢期においても567が機能するだけでなく、8%9:'$&/
;/8%9:'$&（+,,<）が仮定した第/,/段階の発達段階が見られるかもしれないと述べられてい
る。/第,段階には老年的超越が獲得されると考えられており（8%9:'$&/;/8%9:'$&./+,,<）、
超高齢期における心理的発達を捉える理論として老年的超越理論が注目されつつある。

Ⅴ　まとめ
　最後に、高齢期に関する心理学的理論の比較から、高齢期における心理的適応過程に関連
する中心的な概念を検討する。
　これまでのサクセスフル・エイジング研究では、健康で自立した老いが追求されてきたた
め、古典的理論として知られる離脱理論及び=>?:の発達理論は否定的に評価されてきた。
やがて、サクセスフル・エイジング研究の新たな理論として567が提唱され、高齢期にお
ける肯定的な発達過程が明確にされた。近年、超高齢期では認知・身体機能、社会活動とい
った資源の喪失が避け難く、567に基づく適応に限界があると指摘される一方、超高齢期
にも自己調整過程は発達すると考えられている。二次的制御及び調節型対処という自己調整
過程を通して、高齢者は健康の維持や自立という目標が達成できない時、それらの目標を変
えるとされる。
　さらに、567と時期をほぼ同じくして提唱された55#及び老年的超越理論に従えば、超高
齢期においても情動調整や受容の過程が発達すると考えられる。これらの理論はともに離脱
理論と整合性があるほか、老年的超越理論は=>?:の発達理論と整合性があることが示唆さ
れており（#$%&'()*./01123/@2）、古典的理論で提案された高齢期における適応のあり方が
見直されている。
　これらの理論を比較すると、資源の喪失に対して自己調整過程が発達するされる点が共通
すると考えられる。すなわち、高齢者は、健康や自立といった資源が失われる中で資源を取
り戻そうとするが、資源の維持が困難になると、目標とする資源の基準を下げたり、困難な
目標から簡単な目標に変えて満足したり、資源そのものに執着しなくなるといった自己調整
過程を通じて主観的幸福感を維持させると考えられる。
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　このように、高齢者における心理的適応過程を解明するためには、資源の減少に対する自
己調整過程に注目することが重要であろう。そして、資源の喪失が顕著だと考えられる超高
齢期においても、自己調整過程に着目することで、幅広い高齢期に渡る肯定的発達を探求す
ることができるだろう。
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